
１ 当初予算（要求）額（千円）

３ 事業概要
２１世紀初頭の高度情報通信社会の構築に向け、農山村地域における高度情報通信

基盤の整備等情報化を推進します。

４ 施策の効果
（１） 農山村地域の情報格差の是正による農業・農村の振興を図るため、ＣＡＴＶ施

設等を核とした高速、大容量、双方向通信を可能にする情報基盤を整備します。
（２） 農山村地域内に「地域情報センター」を設置し、情報センターを中心として地

区内の公的機関を光ファイバーでネットワーク化します。土地改良施設や農業集
落排水施設等の遠隔監視システムの導入や農業関連情報、地域情報、健康・福祉
情報等を受発信するアプリケーションの制作も同時に行います。

ＣＡＴＶを中心とした放送事業のための情報基盤施設整備を行います。放送セ
ンター（自主放送設備等）や各戸への末端伝送路設備を整備します。

（３） 災害時における危機管理体制の整備や、農業農村整備事業の計画的かつ効率的
な推進を図るため、農地、農業用施設の諸情報を県単位で整備し、地理情報シス
テムの構築を行います。

５ 要求の内容

６ 用語の解説
○地理情報システム（ＧＩＳ：Geographic Information Systemsの頭文字）

デジタル化された様々な地理データと統計データ、画像データ等を電子的に統合
することにより地理情報の高度利用を図るシステムです。

所 属 基盤整備部 農山村政策課

担当(係)名 集排･IT担当／農
山村情報担当

内線 3166･3167

（款）６農林水産業費 （項）４農地費 （目）（４）農村総合整備事業費

（明細書事業名） ○公共事業
農山村情報化事業

１，５４５，２４５

２ 当初予算（決定）額（千円） 【財源内訳】

１，５４５，２４５
（前年度８８３，４８４）

国 庫
1,021,820

県 債
0

一般財源
405,348

その他
118,077

（１） 農村振興地理情報システム整備事業費
（２） 農村情報基盤整備事業費

６９，１５６千円
１，４７６，０８９千円


